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１
９
６
０
年 

５
月
１
０
日 

原
子
力
発
電
所
立
地
調
査
で
大
熊
双
葉
地

点
が
適
地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
戦
争
時

に
飛
行
機
の
練
習
場
で
後
に
塩
田
と
な
っ

た
土
地
が
選
ば
れ
た 

１
９
６
４
年
１
１
月
２
７
日 

土
地
売
買
契
約
が
成
立
し
、
発
電
所
用
地

が
確
保
さ
れ
た 

１
９
６
７
年 

９
月
２
９
日 

福
島
第
一
原
発
一
号
機
着
工 

１
９
７
１
年 

３
月
２
６
日 

福
島
第
一
原
発
一
号
機
営
業
運
転
開
始 

１
９
７
６
年 

３
月
２
２
日 

福
島
県
・
自
治
体
・
東
京
電
力
が
「
原
子

力
発
電
所
周
辺
地
域
の
安
全
確
保
に
関
す

る
協
定
」
に
調
印 

１
９
８
４
年
１
１
月
３
０
日 

福
島
第
一
原
発
が
一
サ
イ
ト
と
し
て
の
累

計
発
電
量
で
世
界
記
録
を
樹
立
（
２
億
万

ｋ
ｗ
） 

１
９
８
９
年 

５
月
２
５
日 

一
号
機
連
続
運
転
記
録
樹
立 

１
９
９
９
年 

９
月
２
７
日 

福
島
第
一
原
発
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
が
到
着 

２
０
０
１
年 

３
月
２
６
日 

一
号
機
運
転
開
始
か
ら
３
０
周
年 

２
０
０
２
年 

８
月
２
９
日 

自
主
点
検
作
業
記
録
に
係
る
不
正
事
実
が

発
覚
（
２
９
件) 

２
０
０
２
年 

９
月
１
０
日 

立
地
四
町
長
（
双
葉
町
・
大
熊
町
・
富
岡

町
・
楢
葉
町
）
が
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
施

に
つ
い
て
「
推
進
」
か
ら
「
一
時
凍
結
」

で
合
意 

２
０
０
９
年 

１
月
２
８
日 

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
が

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
凍
結
を
解
除 

２
０
０
９
年 

２
月 

９
日 

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
が

県
議
会
及
び
県
に
対
し
て
、
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
議
論
の
再
開
を
要
請 

２
０
０
９
年 

７
月 

６
日 

県
議
会
代
表
者
会
議
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
を
含
む
原
子
力
行
政
に
関
す
る
議
論
を

再
開
す
る
こ
と
を
決
定 

２
０
１
０
年 

８
月 

６
日 

福
島
第
一
原
発
三
号
機
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル

実
施
を
県
が
承
認 

２
０
１
０
年 

８
月
２
１
日 

３
２
体
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
装
荷
完
了 

２
０
１
０
年 

９
月
２
３
日 

福
島
第
一
原
発
三
号
機
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発

電
開
始 

２
０
１
０
年
１
０
月
２
６
日 

福
島
第
一
原
発
三
号
機
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に

よ
る
営
業
運
転
を
開
始 

 

原
子
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
始
ま
っ
た

当
時
、
東
京
電
力
は
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
の

た
め
に
と
て
も
広
大
な
土
地
で
あ
り
、
且
つ
人

口
密
度
が
少
な
く
首
都
圏
か
ら
遠
す
ぎ
な
い

土
地
を
探
し
て
い
た
。
一
方
、
大
熊
町
は
昭
和

二
十
九
年
の
発
足
以
来
、
農
業
を
産
業
の
中
心

と
す
る
一
寒
村
に
す
ぎ
ず
地
域
活
性
化
を
求

め
て
い
た
。 

昭
和
三
十
五
年
、
福

島
県
が
原
子
力
産
業
会

議
に
加
盟
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
二
人
は
恋

に
落
ち
、
交
際
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
水
質
調
査

や
地
質
調
査
な
ど
の

数
々
の
愛
の
試
練
を
乗

り
越
え
彼
ら
は
つ
い
に

結
婚
し
た
。 

東
京
電
力
は
初
め
て

の
原
子
力
発
電
所
と
い

う
こ
と
で
運
転
員
が
お

ら
ず
米
国
に
訓
練
を
受

け
に
行
っ
た
り
、
米
国

の
Ｇ
Ｅ
社
原
子
炉
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
書
類
等
が
す
べ
て
英
語
で
あ
っ
た
り
と
苦

労
も
あ
っ
た
が
、
大
熊
町
の
立
地
住
民
の
支
え

に
よ
り
建
設
か
ら
運
転
開
始
ま
で
ス
ム
ー
ズ

に
進
ん
だ
。
大
熊
町
に
お
い
て
は
原
子
力
発
電

所
に
よ
る
雇
用
機
会
の
拡
大
、
町
の
経
済
の
活

性
化
と
幸
せ
な
日
々
が
訪
れ
た
。 

平
成
九
年
に
電
気
事
業
連
合
会
が
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
を
発
表
し
た
の
を
受
け
、
東
京
電

力
も
自
社
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
を
福
島
県

に
対
し
て
説
明
を
行
っ
た
。
翌
年
、
福
島
県
と

大
熊
町
・
双
葉
町
が
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」

等
に
つ
い
て
東
京
電
力
に
事
前
了
解
通
知
を

出
す
な
ど
彼
ら
の
結
婚
生
活
は
順
調
だ
っ
た
。 

 

家
庭
内
別
居
の
開
始 

平
成
十
四
年
八
月
二
十
九
日
原
子
力
安

全
・
保
安
院
及
び
東
京
電
力
が
、
原
子
力
発
電

に
お
け
る
自
主
点
検
作
業
に
係
る
不
正
の
事

実
を
公
表
（
二
十
九
件
）
い
わ
ゆ
る
八
．
二
九

事
件
に
よ
り
二
人
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
た
。
立

地
四
町
で
組
織
さ
れ
て
い
る
福
島
県
原
子
力

発
電
所
所
在
町
協
議
会
か
ら
東
京
電
力
に
プ

ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
一
時
凍
結
の
申
し
入
れ

が
提
出
さ
れ
た
。
離
婚
届
だ
。 

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
東
京
電
力
は
今
ま
で

以
上
に
規
則
を
守
る
こ
と
を
常
に
意
識
す
る

こ
と
や
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
で
信
頼
回
復
に

向
け
て
努
力
し
続
け
た
。
平
成
一
五
年
よ
り
報

道
機
関
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
不

適
合
情
報
の
発
信
、
地
域
の
声
活
用
委
員
会
の

設
置
を
始
め
、
直
接
対
話
に
よ
る
情
報
の
提
供

と
し
て
立
地
町
各
行
政
区
と
の
懇
談
会
や
地

域
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
訪
問
な
ど
の
広

聴
活
動
も
日
々
努
力
し
て
き
た
。 

家
庭
内
別
居
の
解
消 

信
頼
回
復
の
努
力
か
ら
、
平
成
二
十
一
年
一

月
に
所
在
町
協
議
会
が
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

の
凍
結
を
解
除
し
、
県
議
会
及
び
県
に
対
し
て

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
議
論
の
再
開
を
要
請
し

た
。
二
人
は
ま
た
幸
せ
な
夫
婦
生

活
に
戻
っ
た
。 

八
．
二
九
事
件
の
と
き
に
東
京

電
力
は
、
大
熊
町
の
住
宅
一
軒
一

軒
に
謝
罪
に
向
か
っ
た
そ
の
姿

が
住
民
の
心
を
打
っ
た
。 

山
あ
り
谷
あ
り
の
彼
ら
の
結

婚
生
活
は
本
当
に
色
々
な
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
彼
ら
は
真
剣
に
向
き
合
っ

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
東
京

電
力
と
大
熊
町
の
信
頼
関
係
が

あ
る
。
そ
し
て
い
ま
、
私
た
ち
が

彼
ら
に
期
待
す
る
こ
と
は
中
国

や
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
に
よ
り
、

電
気
の
需
要
が
増
え
続
け
て
い

る
世
界
に
向
け
て
、
原
子
力
を
発

信
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
こ

と
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
原
子
力
発

電
所
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
、

地
域
と
共
存
・
共
生
し
て
い
く
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。 

 

 

『原
発
は
安
全
』約
６
割 

今
回
我
々
は
原
子
力
発
電
所
立
地
住
民
で

あ
る
大
熊
町
の
町
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。
回
答
数
は
三
九
人
で
あ
っ
た
。 

「
原
子
力
発
電
所
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
良
い
と
い
う

声
が
過
半
数
を
超
え
た
。
理
由
と
し
て
原
子
力

発
電
所
に
よ
っ
て
雇
用
機
会
の
拡
大
、
町
の
税

収
増
加
に
よ
る
生
活
環
境
の
整
備
、
施
設
の
完

備
、
福
祉
向
上
な
ど
活
気
に
満
ち
た
大
熊
町
に

発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

他
に
「
原
子
力
発
電
所
が
作
ら
れ
る
（
立
地

し
て
い
る
）
と
聞
い
た
時
、
安
全
だ
と
思
い
ま

し
た
か
？
」
と
「
現
在
の
原
子
力
発
電
所
は
安

全
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
時
は
危
険
な
印
象
を
持
っ
て

い
る
人
が
四
十
一
％
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、

そ
の
よ
う
な
人
が
二
十
六
％
ま
で
減
少
し
、
安

全
と
思
っ
て
い
る
人
が
二
十
三
％
か
ら
六
十

四
％
ま
で
増
加
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
親

族
が
原
発
で
働
い
て
い
る
こ
と
や
、
東
京
電
力

の
徹
底
し
た
情
報
公
開
で
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
東
京
電
力

が
地
域
と
い
か
に
真
剣
に
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
原
子

力
発
電
所
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
一
番
多
か
っ
た

回
答
が
安
全
・
安
心
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
安
全
・
安
心
な
原
子
力
発
電
所
を
心
が
け
て

ほ
し
い
。 

    

佐
藤
久
夫
さ
ん
は
平
成
十
年
か
ら
大
熊

町
夫
沢
二
区
行
政
区
長
を
務
め
る
。
大
熊

町
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
際
に
取
材
に

対
応
し
て
頂
い
た
。
佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、

福
島
第
一
原
発
の
立
地
し
て
い
る
土
地
の

昔
の
利
用
状
況
、
当
時
の
地
域
住
民
の
声

な
ど
、
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

話
に
よ
る
と
、
戦
時
中
、
現
在
の
福
島

第
一
原
発
の
あ
る
夫
沢
北
２
区
地
区
に
は

陸
軍
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
そ

の
場
所
は
広
い
土
地
を
生
か
し
て
塩
田
と

な
っ
た
が
、
そ
の
塩
田
事
業
も
行
き
詰
る

と
、
そ
の
土
地
は
再
び
荒
地
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
塩
田
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
住

民
は
出
稼
ぎ
に
出
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
為
、
原
発
の
誘

致
を
決
め
た
際
は
地
域
と
し
て
東
電
に
発

電
所
で
の
雇
用
を
強
く
求
め
た
。
東
電
は

地
域
住
民
の
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
約
束
し
て
く
れ
た
、
と
佐
藤
さ

ん
は
語
っ
た
。 

佐
藤
さ
ん
は
一
見
厳
し
そ
う
な
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
が
、
話
を
聞
い
て
い
く
と
、
と

て
も
優
し
い
雰
囲
気
で
い
ろ
い
ろ
な
興
味

深
い
お
話
を
教
え
て
く
れ
た
。
立
地
住
民

の
当
時
の
声
や
地
域
の
様
子
の
移
り
変
わ

り
、
原
発
が
ど
の
よ
う
に
地
域
住
民
を
助

け
た
か
な
ど
、
納
得
し
、
感
心
す
る
こ
と

が
多
く
あ
っ
た
。 

  

                 

      

私
達
は
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
調
べ
て
い

く
過
程
で
色
々
な
発
見
を
し
た
り
、
知
識
を
身

に
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
ず
、
第
一
に
大
阪
で
の
研
修
と
し
て
原
子

力
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。
原
子
力

発
電
の
重
要
性
や
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
政
策
な
ど
に
つ
い
て
、
全

国
の
高
校
生
た
ち
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
、
自

分
と
は
違
っ
た
意
見
も
参
考
に
し
て
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。 

次
に
原
子
力
発

電
に
携
わ
る
人
た

ち
へ
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
り
、

地
域
住
民
の
声
を

ア
ン
ケ
ー
ト
と
し

て
集
計
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と

だ
。
福
島
県
庁
・

大
熊
町
で
は
福
島
県
の
原
子
力
発
電
の
歴
史

と
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
で
は
、
い

か
に
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
大
事
な
の

か
を
教
え
て
頂
い
た
。
原
子
力
発
電
所
の
歴
史

と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
、

大
変
だ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の

よ
う
な
自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
歴
史
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
原
子
力
発
電
が
あ
る
の
だ

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

原
子
力
発
電
所
の
印
象
が
良
い
、
と
い
う
地
域

住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
た
の
は
驚
き

だ
っ
た
。
信
頼
関
係
が
大
事
な
の
だ
と
改
め
て

実
感
し
た
。
こ
の
学
ん
だ
内
容
を
ふ
ま
え
、
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
原
子
力
発
電
に
つ

い
て
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
重
要
な

の
だ
と
思
う
。
日
々
必
ず
使
っ
て
い
て
そ
れ
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
電
気
は
、
数
多
く
の

困
難
を
経
て
有
限
の
資
源
か
ら
出
来
て
い
る

も
の
だ
。
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
原
子
力
発

電
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
た
。 

               

【
福
島
高
専
原
子
力
研
究
愛
好
会
】 
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な
ど
を
行
い
、「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
に
あ
た

り
問
題
と
な
る
事
項
は
な
い
」
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
れ
を
国
と
福
島
県
が
審
議
し
、
福
島
県

は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
を
受
け
入
れ
た
。 

  

今
回
の
取
材
や
調
査
を
経
て
プ
ル
サ
ー
マ

ル
は
安
全
で
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ず
、
し
か

も
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
大
き
な

役
割
を
担
う
発
電
方
法
だ
と
知
っ
た
。
プ
ル
サ

ー
マ
ル
や
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
知
識
が
な
い
か
ら
、

原
子
力
発
電
所
で
使
用

し
た
後
の
核
燃
料
（
使
用

済
み
燃
料
）
か
ら
取
り
出

し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
ウ

ラ
ン
と
混
合
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
（
再
処
理
で
得
ら
れ

た
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

酸
化
ウ
ラ
ン
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
作
っ
た
燃
料
）
に
加

危
険
な
事
で
あ
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
正
確
な

知
識
が
あ
れ
ば
危
険
な
事
で
は
な
い
と
思
っ

た
。
た
だ
し
、
人
的
ミ
ス
が
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
人
的
ミ
ス
を
無

く
す
た
め
に
は
、
人
材
育
成
や
訓
練
が
と
て
も

重
要
だ
と
思
っ
た
。
東
京
電
力
で
働
い
て
い
る

人
達
の
中
に
は
、
単
身
赴
任
し
て
い
る
人
も
い

る
が
、
大
部
分
は
地
元
の
人
だ
と
い
う
話
を
聞

い
た
。「
発
電
所
の
安
全
は
家
族
の
安
全
と
同

じ
」
と
い
う
、
そ
の
一
言
だ
け
で
本
当
に
安
全

だ
と
思
っ
た
。 

工
し
、
原
子
力
発
電
所
（
軽
水
炉
）
で
利
用
す

る
こ
と
を
プ
ル
サ
ー
マ
ル
と
い
う
。
プ
ル
サ
ー

マ
ル
と
い
う
言
葉
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
軽
水

炉
（
サ
ー
マ
ル
リ
ア
ク
タ
ー
）
で
利
用
す
る
と

い
う
意
味
の
日
本
語
独
自
の
造
語
で
あ
る
。 

福
島
県
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
に
関
し
て

３
つ
の
技
術
的
条
件
を
提
示
し
た
。
福
島
第
一

原
発
三
号
機
の
耐
震
安
全
性
の
確
認
、
高
経
年

化
対
策
の
確
認
、
搬
入
後
十
年
を
経
過
し
た
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
の
健
全
性
の
確
認
、
こ
れ
ら
三
条
件

に
つ
い
て
東
電
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
点
検
・
評
価

山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生 

 

東
京
電
力
が
初
め
て
建
設
・
運
転
し
た
福
島
第
一
原
発
は
平
成
二
十
三
年

三
月
で
営
業
運
転
開
始
四
十
周
年
を
迎
え
る
。
福
島
第
一
原
発
は
福
島
県
の

大
熊
町
と
双
葉
町
に
ま
た
が
っ
て
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
電
力
と

大
熊
町
・
双
葉
町
と
の
付
き
合
い
は
四
十
年
以
上
だ
。
東
京
電
力
と
自
治
体

の
原
子
力
発
電
所
建
設
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
ま
る
で
男
女
の
結

婚
生
活
で
あ
る
。 

良い 

７２％ 

少し良い 

１８％ 

悪い ２％ 

どちらでもない 

８％ 

原子力発電所があってよかったか？ 

福
島
高
専
の
前
期
授
業
科
目
に
、
二
年
生
が

一
人
の
先
生
に
三
～
五
人
程
度
配
属
さ
れ
て

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
ミ

ニ
研
究
」
が
あ
あ
る
。
卒
業
研
究
の
縮
小
版
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

二
年
生
は
前
期
授
業
・
夏
休
み
の
間
に
研
究

活
動
を
行
い
、
得
ら
れ
た
結
果
を
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
、
先
生
や
友
達
、
一
般
市
民
に
発
表
を

行
う
。
本
校
の
体
育
館
で
発
表
会
が
行
わ
れ
、

私
た
ち
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
の
発
表
で
あ
っ

磐 

陽 

新 

聞 

た
が
、
様
々
な
意
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

質
問
さ
れ
た
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
原
子
力
発

電
の
仕
組
み
に
つ
い
て
で
あ
り
、
原
子
力
発
電

に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
を
知
っ
て
い
る
人
は

少
な
い
と
感
じ
た
。
質
問
に
対
し
て
あ
る
程
度

は
答
え
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
自
分
た
ち
で
理

解
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
ま
だ
ま
だ
勉

強
不
足
で
あ
る
と
実
感
し
た
。
こ
の
発
表
に
よ

っ
て
各
自
が
資
料
を
読
み
返
し
て
更
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
た
め
に
な
る
中
間
発
表
で
あ
っ
た
。 


